
平成28年度決算版 

市川市 財政部 財政課 

いつも新しい流れがある  市川 



はじめに 

 市の予算書・決算書などは、一般的に聞き慣れない用語や数字を多く使用し 
ていますので、少しわかりづらい点もあると思います。 
 そこで、この『かんたん解説 市川市の財政状況』では、平成28年度決算に 
基づいて、皆さんが納めた税金や国・県からの補助金などが、どのように 
使われたのか、わかりやすく説明していきます。できるだけ身近な表現で 
簡潔に示していきますので、詳しい内容を知りたい方は、予算書・決算書等 
をご覧下さい。 
 皆さまが、少しでも市の財政状況について理解を深めていただければ 
幸いです。 
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予算・決算の基礎知識 

Ｑ．予算って何？ 
 
 
 
 
 

4月から翌年3月までの1年間の市の収入を見積もり、その範囲で、何のために 
どのくらいのお金を使うか計画したものです。 

Ｑ．予算はどうやって決めるの？ 

 
 
 
 
 

市長が「当初予算」の案を作成し、市議会に提出します。 
市議会で予算の内容を審査してもらい、議決を受けて予算が成立します。 
ただし、年度途中に、事業費の過不足や、新たな事業を行う必要が生じた場合は、当初
予算を補正する「補正予算」の案を作成して市議会に提出し、議決を受けています。 

Ｑ．予算を使った後は？ 

 
 
 
 
 

計画した年度中に予算を執行した後、実際に収入したお金と、実際に支出したお金の結
果である「決算」をまとめます。市の会計管理者が作成した決算書について、監査委
員による審査を経て、市長が市議会へ提出し、認定を受けることになります。 

■会計の考え方 
市では、福祉・教育・道路整備・ごみ処理など、数多くの事業を行っています。 
お金の出し入れを分かりやすくするため、特定の収入（国民健康保険税、下水道使用料
など）があるものは、帳簿を分けて管理しています。 

一般会計 

市の基礎的な行政サー
ビスを行うための会計
です。 

特別会計 

特定の目的のための会計で、 
市川市には、以下の5つがありま
す。 
 
・国民健康保険特別会計 
・下水道事業特別会計 
・地方卸売市場事業特別会計 
・介護保険特別会計 
・後期高齢者医療特別会計  
      （28年度末現在） 

公営企業会計 

民間企業と同じように、
事業で収益をあげて運営
する会計で、市川市には、
病院事業会計があります。 
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平成28年度の決算は？ 

それでは、平成28年度中に、どのくらいの収入と支出があったのか、決算の 
内容を見ていきましょう。 
各会計の歳入・歳出決算額は、以下のとおりです。 
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決
算 

一般会計 
140,799,638  

59.6% 

特別会計 
94,196,704  

39.9% 

公営企業会計 
1,371,782  

0.6% 

一般会計 
140,799,638  

59.6% 
国民健康保険 
特別会計 

49,961,496 
21.1% 

下水道事業 
特別会計 

13,961,325 
5.9% 

地方卸売市場事業
特別会計 
280,963  

0.1% 

介護保険 
特別会計 

25,637,817 
10.8% 

後期高齢者医療 
特別会計 

4,355,103 
1.8% 

病院事業会計 
1,371,782  

0.6% 

単位：千円 

歳入  

一般会計 
135,805,873  

59.0% 

特別会計 
92,782,576  

40.3% 

公営企業会計 
1,752,980  

0.8% 

一般会計 
135,805,873  

59.0% 

国民健康保険 
特別会計 

49,272,712 
21.4% 

下水道事業 
特別会計 

13,727,609 
6.0% 

地方卸売市場事業
特別会計 
242,207  

0.1% 

介護保険特別会計 
25,193,561  

10.9% 

後期高齢者医療 
特別会計 

4,346,487 
1.9% 

病院事業会計 
1,752,980  

0.8% 

単位：千円 

歳出  

合計 
236,368,124千円 

合計 
230,341,429千円 

※構成比については、表示単位未満を四捨五入している
ため、積上げが100％と一致しない場合があります。 



歳入・歳出は増えているの？減っているの？ 

 一般会計で見てみると、24年度まで右肩上がりで増え続け、
25年度はクリーンセンター延命化工事費の減少や本八幡駅北口
Ａ地区市街地再開発事業に対する補助金支出の終了などによ
り、一旦減少したものの、その後は再び上昇傾向で推移してい
ます。 
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億円 

年度 

＜一般会計・決算額推移＞ 



歳入決算（一般会計）の内訳は？ 

市税 
57.9% 国・県支出金 

22.5% 

地方消費税 
交付金など 

6.3% 

市債 
3.7% 

使用料及び 
手数料 
3.4% 

財産収入・寄附金 
・繰入金・諸収入 

3.3% 

その他 
3.0% 

歳入 1,407億9,964万円 

■市税       814億5,893万円 
 皆さんが納めた税金 
■国・県支出金   316億6,302万円 
 市の事業に対し、国や県から交付されたお金 
■地方消費税交付金など  89億286万円 
 地方消費税など、国・県の税金の一部として 
 皆さんが納めた税金が、県から交付されたお金 
■市債          52億470万円 
 国や金融機関などから借りたお金 
■使用料及び手数料   47億2,254万円 
 公民館の使用料や公立保育園の保育料、 
 住民票の交付手数料など 
■財産収入・寄附金・繰入金・諸収入  
                                  46億178万円 
 市有地を売却して得たお金、寄附金、貯金を 
 取り崩したお金など 
■その他                 42億4,581万円 
 前年度からの繰越金、私立保育園の保育料や 
 施設の入所費用など特定の利益を受ける方が 
 負担したお金 

このページからは、一般会計を中心に見ていきます。 
歳入には、皆さんが納めた税金や、国や県から交付される補助金などがあり 
ます。内訳は、以下のとおりです。 

市民税 
50.9% 

固定資産税 
35.4% 

都市計画税 
8.0% 

市たばこ税 
3.4% 

事業所税 
1.9% 

軽自動車税 
0.4% 

このうち、 
市税の内訳は・・・ 

■市民税    414億4,203万円 
 皆さんが納める「個人市民税」と、市内の会社 
 などが納める「法人市民税」 
■固定資産税  288億8,690万円  
 市内に土地・家屋などを持っている人や会社が 
 納める税金 
■都市計画税    65億2,329万円 
 市の市街化区域内に、土地・家屋を持っている人 
 や会社が納める税金 
■市たばこ税      27億7,126万円  
 たばこの卸売業者などから市内の小売店などに 
 売り渡されたたばこに対してかかる税金 
■事業所税       15億3,055万円 
 都市環境の整備・改善のために、事業所が納める 
 税金 
■軽自動車税           3億490万円 
 原動機付自転車・軽自動車などを持っている人や 
 会社が納める税金 

市税  814億5,893万円 

1,407億 
9,964万円 

814億 
5,893万円 
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民生費 
43.5% 

衛生費 
12.5% 

総務費 
12.4% 

土木費 
10.4% 

教育費 
9.0% 

公債費 
6.0% 

消防費 
3.9% 

その他 
2.3% 

何のために使ったか（目的別） 

■民生費      591億2,392万円 
 高齢者や障害者、児童などの福祉の費用 
■衛生費      170億2,268万円 
 ごみ処理やがん検診、予防接種などの費用 
■総務費      168億5,871万円 
 文化振興や防災対策、情報化推進などの費用 
■土木費      141億3,317万円 
 道路や河川、公園などの費用 
■教育費      121億5,209万円 
 小・中学校や幼稚園、生涯学習振興などの費用 
■公債費        81億3,625万円     
 国や金融機関から借りたお金の返済費用 
■消防費            52億8,636万円 
 消防や救急活動の費用 
■その他            30億9,269万円   
 商工業振興などの費用 

歳出決算（一般会計）の内訳は？ 

歳出については、何のために使ったか（目的別）、どのような用途に使った
か（性質別）に分けて、それぞれ見てみましょう。 

扶助費 
30.5% 

人件費 
21.2% 

物件費 
18.2% 

繰出金等・ 
繰出金など 

14.9% 

普通建設 
事業費 
9.2% 

公債費 
6.0% 

■人件費                287億7,839万円 
 職員の給与や手当などを支払うための費用 
■扶助費              414億3,271万円 
 医療に関する経費や生活保護・児童手当の給付、 
 私立保育園の運営費委託などにかかる費用 
■公債費                        81億3,625万円 
 国や金融機関から借りたお金の返済費用 
■普通建設事業費          124億3,419万円 
 道路や公園、学校など公共施設の建設や改修など 
 にかかる費用 
■補助費等・繰出金など 203億7,939万円 
 各種団体に対する補助にかかる費用や特別会計の歳    
 入を補うための費用など 
■物件費                      246億4,494万円 
 電気料金や消耗品の購入費、委託料など 

どのような用途に使ったか（性質別） 

1,358億 
587万円 

1,358億 
587万円 
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家計簿に置き換えて考えてみましょう 

数字が大きすぎて、なかなかイメージしにくいので、市民一人あたりで計算し、家計簿に
置き換えて考えてみましょう。 
 （市の人口：48万2,544人：平成29年3月31日現在・住民基本台帳人口） 

・給与 （市税） 168,811円 

・パート収入 
（使用料・財産収入など） 

14,122円 

・親からの援助 
  （国・県支出金・ 
   地方消費税交付金など） 

84,067円 

・ローン借入れ（市債） 10,786円 

・貯金の取崩し 
  （繰入金など） 

512円 

・その他（繰越金など） 
 
 

13,488円 

合 計 291,786円 

・食費  （人件費） 59,639円 

・医療費、教育費 
      （扶助費） 

85,863円 

・光熱水費、通信費 
        （物件費） 

59,749円 

・ローン返済 
      （公債費） 

16,861円 

・家のリフォーム費用 
   （普通建設事業費） 

25,768円 

・子どもへの仕送り 
       （繰出金など） 

26,224円 

・雑費（家具の修繕費など） 4,789円 

・貯金   （積立金） 2,544円 

合 計 281,437円 

義務的経費とは、食費や医療費、ローン
返済など、必ず支払わなければならず、
また、節減が難しい経費のことを言い、
これが大きな割合を占めています。 

自主財源 

67.5% 

依存財源 

32.5% 義務的経費 
57.7％ 

その他の 
経費 
33.1％ 

投資的経費 
9.2％ 

 
自主財源とは、給与やパート収入など自ら
の稼ぎのことを言い、この比率が高いほ
ど、収入基盤がしっかりしていると言えま
す。 
 

収 入 
支 出 

（給与、パート収入、 
 貯金の取崩し、その他） 

（親からの援助、  
 ローン借入れ） 

（食費、医療費、 
 教育費、ローン返済） 
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（家のリフォーム費用など） 

収 入 支 出 



771 784 779 772 773 772 784 800 808 815 

180 192 
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その他 

市債 

国・県支出金 

市税 

1,336 

1,408 

歳入はどのように変わってきているの？ 

景気の低迷 

億円 
歳入の推移 

年度 

  歳入の総額は概ね増加傾向にありますが、歳入の中心である市税収入の額は、 
  景気の低迷などにより税源移譲後は横ばいで推移してきましたが、 
  平成25年度以降は、国の経済対策などの効果により、  
  市税収入は増加傾向にあります。 
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このうち、
市税の 
内訳は… 

億円 

年度 
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歳出はどのように変わってきているの？ 
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1,358 

 
 
 
 
 

歳出の推移（何のために使ったか・目的別） 

歳出の推移（どのような用途に使ったか・性質別） 

歳出の目的別で見ると、民生費は、10年前の約1.8倍に増加しています。これは、性
質別における扶助費（医療に関する経費や、生活保護・児童手当の給付、私立保育園
の運営委託などにかかるお金）が、10年前の約2.2倍に増加していることが 
主な要因です。 
扶助費は、今後も増え続けると見込んでおり、削減も難しいため、地方消費税の 
引き上げや、他の経費の削減により賄っていくこととなります。 

億円 

億円 

年度 

年度 
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10年前の 
約2.2倍 

1,178 1,223 1,241 
1,294 1,321 

1,364 

1,277 

1,178 1,223 1,241 
1,294 1,321 

1,364 

1,277 

1,293 

1,293 

10年前の 
約1.8倍 

1,341 

1,341 
1,358 



市の借金ってどうなってるの？ 
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負担 負担 
負担なし 

現在の世代 現在の世代 将来の世代 将来の世代 

負担 負担 

Ｑ．なぜ借金をしているの？ 

Ａ．世代間の負担の公平性を確保するためです。 
例えば、道路や公園、学校などは、長期間にわたり使用していくものです。 
施設を使用する世代がそれぞれ費用を分担することが、市債発行のもう一つの役割です。 

 
 
 
 
 

Ａ．建設費用の支払いを平準化するためです。 
例えば、災害復旧や大規模な建設事業を行うには、多額の費用が必要です。 
その年度の収入だけで支払おうとすると、他の事業に大きな影響が出てしまうため、支払い
を平準化することが市債発行の役割の一つです。  

Ｑ．きちんと借金は返せているの？ 
Ａ．着実に返済を進めています。 

市は、建設事業費を賄うため、市債を発行（借金）しています。 

Ｑ．一人あたりの残高は？ 
Ａ．124,387円です。 
    10年前の19年度と比べると      
    25,452円（約17％）減少し    
    ました。 

124,387円 
(一人あたり残高） 

年度 

億円 
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市債残高の推移（一般会計） 

公平に 

＜市債を発行しないと…＞ ＜市債を発行したら…＞ 



市の貯金ってどうなってるの？ 

市は特定の目的のために資金を積み立てたり、定額の資金を運用するために、 
貯金をしています。 
これを「基金」と呼び、市川市には現在、14種類の基金があります。 

 
 
 
 
 

 14種類ある基金の中で最も重要
なのは「財政調整基金」で、年度
間の財源のバランスを調整するた
めの基金です。 
 災害復旧のために緊急的な支出
が必要になったり、経済事情の変
動で不足した場合や、大規模事業
により、他の年度よりも極端に多
額の経費が必要となった場合など
に活用しています。 
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一般の家庭と同じように、市も現金や土地、建物などの資産を有しています。 
これを表した、市の貸借対照表（企業会計に準じた財務書類）を見てみましょう。 
左側が今まで形成してきた「資産」で、右側がその資産を形成するための財源につい
ての世代間負担の状況を表しています。 

財産と借金のバランスは？ 

 
 
 
 
 

資  産 負  債 

純 資 産 

公園 

学校 

現金 

道路 

約1兆846億円 

約1,356億円 これからローンを返済 
しなければならないもの 

これまで市民の皆さんが 
負担し、既に支払いを 
済ませた正味の資産 

市役所 

約9,490億円 

前年度と比べ、約101億円増となりました。 

貸借対照表（平成29年3月31日現在、連結会計ベース） 



 
 
 
 
 

財政状況は良いの？悪いの？ 

市の財政状況を、財政指標と呼ばれる比率を使って見てみましょう。 
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（１）財政力指数 

市川市 類似団体平均 

「財政力指数」とは・・・ 

一般家庭の標準的な年収 
（給与等） 

一般家庭の標準的な年間支出 
（保育費・介護費・防災費・ 

借金返済等） 

（２）公債費負担比率 

 
 
 
 
 

比率が高いほど、借金返済に苦
しんでいることになります。本
市の比率は、類似団体平均をは
るかに下回っています。 

（％）  
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年度 
値が大きいほど、収入に余裕がある家
庭と言えます。単年度の値が1を下回る
と、収支の差額を親（国）から 
補てん（普通交付税）してもらう 
こととなります。なお、千葉県内で1を
超える団体（いわゆる不交付団体） 
は54市町村中6市に止まります。 

年収（給与等） 

借金返済額 

「公債費負担比率」とは・・・ 
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市川市 類似団体平均 

危険ライン 

警戒ライン 

20  

※財政力指数は、通常3ヵ年平均値を用いますが、ここでは各年
度の差異をよりはっきり示すため、単年度の値を用いています。 

「類似団体」とは・・・ 
 
総務省が人口と産業構造の２つの要素の組み合わせに
より各団体を分類し、その結果、同類に分類された団
体群のことです。 

×100
（％） 
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（３）経常収支比率 

市川市 類似団体平均 

「経常収支比率」とは・・・ 

毎年決まって支払わなければ
ならない生活費 

（医療費・食費・借金返済等） 

毎年決まって入る 
使い道が自由な収入 
（給与・パート収入等） 

×100
（％） 

（４）健全化判断比率 

健全化判断比率とは・・・ 
 自治体の財政破綻の前兆を早期に把握し対策を立てることを目的に、平成19年に「地方公共団体の
財政の健全化に関する法律」が定められました。一般会計（自分の世帯）の状況だけでなく、特別会計
など（影響を及ぼし合う子どもの世帯）を含めた状況を見るもので、次の４つがあります。 
 
 ① 実質赤字比率   ： 自分の世帯の年収に占める赤字の割合 
 ② 連結実質赤字比率 ： 自分の世帯の年収に占める赤字（子どもの世帯を含む）の割合 
 ③ 実質公債費比率    ： 自分の世帯の年収に占める借金返済額の割合 
 ④ 将来負担比率   ： 年収に対する借金などの負債総額の割合 

市川市 
（28年度決算） 

イエロー 
カード 
基準 

レッド 
カード 
基準 

①実質赤字比率 －（赤字なし） 11.25％ 20％ 

②連結実質赤字比率 －（赤字なし） 16.25％ 30％ 

③実質公債費比率 0.0％ 25％ 35% 

④将来負担比率 － 350％ 

 
 
 
 
 

市川市は、 
いずれも 
健全な状態と 
言えます。 

％  
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年度 

比率が高いほど、自由に使えるお金が 
少なく、余裕がないことになります。 
平成28年度は再び上昇に転じ、 
収入の使い道が硬直化していく 
ことを危惧しています。 



平成28年度は、どんな事業を行ったの？ 

例えば・・・ 
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おわりに 

 これまでお話してきたとおり、市川市は現在、健全な財政状況にはあるものの、社会保障に
関係する費用や、老朽化してきた公共施設への対応など、今後、更に歳出が増加することも見
込まれますので、事業の優先度・緊急性などを踏まえながら、市民の皆さまのニーズにお応え
するため、事業を進めてまいります。 
 ご理解ご協力をいただきますよう、お願いいたします。 
 
                       平成29年11月  市川市 財政部 財政課 

子ども・子育て支援  
 ・保育園などの運営 
 ・保育施設の整備 
 ・放課後保育クラブの運営 
  

  
 120億8,059万円 

5億3,774万円 
11億9,400万円 

高齢者支援サービスの充実  
 ・介護予防及び日常生活への支援 
 ・高齢者サポートセンターの運営 

  
 4億681万円 

4億574万円 

都市基盤の整備  
 ・下水道の整備（汚水） 
 ・都市計画道路３・４・18号の整備 
 ・排水路上部のふたかけ歩道の改修 
  
  

  
19億6039万円 
7億7,295万円 

4,918万円 

地域経済の活性化  
 ・道の駅の整備 
 ・市川漁港の整備 
 ・都市農業振興への支援 

  
 2億5,718万円 

2億2,541万円 
2,590万円 

教育の振興  
 ・ライフカウンセラーの配置 
 ・スクール・サポートスタッフの配置 
 ・校内塾・まなびくらぶの運営 

  
 5,502万円 

3,720万円 
1,270万円 
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